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災害対策・防犯等特別委員会の活動経過について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 令和２年９月２４日 

（１） 報告聴取   

ア 指定廃棄物の指定について 

  東日本大震災に伴う原子力発電所の事故において汚染された、区立小学校で使用   

していた芝生養生シートについて「平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太  

平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により放出された放射性物質により環境の汚  

染への対処に関する特別措置法」第 17条第１項の規定により、下記のとおり指定

廃棄物として指定された。 

   （ア）指定内容 

      ・指 定 申 請 日：平成 24年３月 30日 

      ・指 定 日：令和２年６月 30日 

      ・保管場所名称及び所在地：杉並区役所 杉並区阿佐谷南一丁目 15番１号 

      ・廃 棄 物 の 種 類：芝生養生シート 

      ・廃 棄 物 の 数 量：0.979トン、フレコンバック 25個 

   （イ）今後の対応 

国の責任において処理するが、処理方法が確立されるまでは区で保管し、年

１回国による立入検査を受ける。 

  イ 令和２年度杉並区総合震災訓練の実施について 

（ア） 日時及び場所 

日時：令和２年 11月 14日（土）午前 10時から正午まで 

場所：区立桃井原っぱ公園  

（イ） 訓練想定 



      首都直下地震が発生（杉並区震度６強）。区内各地でビルや家屋が倒壊し、

道路陥没、断水、停電等ライフラインも寸断している。 

（ウ） 内容（予定） 

・防災関係機関の連携による救出救助訓練 

・地域住民の防災力向上・防災意識啓発のための各種体験、展示 

   （エ）感染防止対策 

      入口を２か所に限定し検温を実施するほか、入口及び各展示ブースに手指消 

毒液を配置し、会場内でのマスク着用及び手指消毒を徹底する。また受付従事 

者や各ブース担当者はマスク、手袋等を着用し、体験型車両の定員半減、飛散 

防止シートの設置、清掃・消毒を実施する。 

  ウ 令和元年度台風第１９号等の検証結果を踏まえた避難所見直しについて 

（ア） 避難所体制の見直し 

昨年度の台風第 15号、第 19号の検証結果を踏まえ、避難所が不足すると想     

定される地域に増設するほか、避難者を収容しきれない可能性がある避難所に   

は補完施設を指定し体制強化を図る。新設避難所として、避難所空白地域に 

高井戸第三小学校を新規設置するほか、杉並会館の補完避難所として桃井第一 

小学校、久我山会館の補完避難所として高井戸第二小学校を指定した。 

また、避難所の開設区分（開設順位）について新たな区分を新設するととも

に、開設する場合の目安を設定した。 

（イ）運営体制の強化 

   避難所運営の人的体制は、現行の３名体制から４名体制に変更する。また避 

難所隊のみでの運営が難しい場合は遊撃隊にて、さらに被害が甚大である場合 

には水防非常配備態勢にて対応する。 

   （ウ）その他 

      ・出水期前に早急に対応する必要があったため、令和２年７月 22日開催の

杉並区防災対策推進会議にて意思決定し、同日より運営を開始した。 

   ・水害ハザードマップについて、令和３年度当初予算に計上し反映する。 

・本変更は、地域防災計画（風水害編）令和３年修正に反映する。 

エ ブロック塀等安全対策の実施状況について 

（ア）取組状況 

危険ブロック塀等の改修助成制度の対象を今年度より区内全域に拡充した。  

令  和  元  年  度：相談件数 76件、助成件数 30件 

令和２年度（４月～８月末）：相談件数 43件、助成件数０件（申請１件） 

（イ）狭あい道路拡幅整備事業 

令  和  元  年  度：助成件数５件、助成額 12,368,161円 

令和２年度（４月～８月末）：助成件数４件、助成額 8,778,864円 


